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【研究目的】薬学教育モデル・コア・カリキュラムおよび日本薬剤師会制定の薬剤師に求められるプ

ロフェッショナルスタンダードには、一次救命処置（Basic Life Support；BLS）に関する知識と技能

に関する到達目標が記載されており、薬学生に対して BLS 教育の実施が求められている。一方、薬学

生への BLS 教育に関する研究成果は散見される程度であり、心理分析手法を用いて詳細に研究された

報告はない。そこで本研究では、胸骨圧迫および自動体外式除細動器  (Automated External 

Defibrillator；AED) の方法を重点的に実施する市民向け BLS 講習である PUSH コースを薬学生に

実施し、BLS 講習の受講満足度を調査したほか、受講前後の意識変容の有無を検証した。 

【研究方法】対象は、兵庫医科大学薬学部 4 年次生のうち、本研究への参加の同意を得た者とし、受

講前後にアンケート調査を実施した。アンケート内容は、救急に関する世論調査の調査項目や薬学生

を対象とした心理分析に関する先行研究を参考にして設定した。回収したアンケートの各回答項目は、

単純集計したうえで、受講前後の回答分布を比較した。また、BLS への自信や覚悟、不安および指導

意欲に関する質問への回答データを基にした探索型因子分析により、薬学生のBLS への自信や覚悟、

不安および指導意欲に関する心理状態に影響を及ぼす因子を探索し、因子分析で得られた因子得点を

基に、階層型クラスター分析を実施した。 

【研究結果】解析対象は 99 名であった。受講前後の回答を比較した結果、PUSH コースの受講によ

り BLS への自信や覚悟、指導意欲の向上および不安の軽減が認められた。受講前の回答結果を用いた

因子分析では 4 因子が、受講後は 3 因子が抽出され、受講前に抽出された BLS への自信の無さは、受

講後には反転して新たな因子を形成しており、一定数の薬学生に意識変容が生じることが確認された。

階層型クラスター分析により、受講前後の回答者を 3 群に分割した結果、受講後は BLS への強い不安

を持つ群が減少していた。また、単純集計結果より、対象者の PUSH コースの適用による受講満足度

は高いことが示された。 

【考察】本研究では、薬学生に対する BLS 講習の方略として PUSH コースを実施し、受講生の意識

変容の有無について調査した。その結果、PUSH コースの適用により一定数の薬学生に BLS への不

安の軽減や自信の芽生え、他者との協働といった意識変容が生じたこと、受講生が高い満足度を示し

たことを明らかにした。以上のことから、市民向け BLS 講習である PUSH コースが我が国の薬学教

育に有用であることが示唆された。 
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